令和４年度事業報告並びに収支決算について
令和４年度事業の概要
【社会情勢】
　新型コロナウイルス感染症については令和2年1月に国内1例目が報道され、現在までに累計3,300万人以上が感染、7万人以上が死亡する歴史的な感染症の蔓延となりました。
そのような中、令和5年5月8日をもって指定感染症第5類に移行された事により約3年間に渡る大規模な感染症対策は日常を取り戻す段階へと歩み始めました。
　振り返って、令和4年度の介護業界は感染症の他に物価高騰も追い打ちとなり、調査会社によると、介護事業者の倒産件数は一昨年の81件に対し143件と統計開始以来最多となり、通所系事業者がその内の半数を占めているとの事です。
これは、施設の利用が家族の希望に由来する「入所系」と、本人の自由意思に左右される「通所系」の特徴が「行動制限」が通所制限という結果に現れたとも考えられます。
更に事業の停止や廃止も過去最多となっており、23年も更に増勢状態となっているとされ、フレイル悪化防止の要とされる「通いの場」の縮小が今後の高齢化社会に対応する社会基盤の喪失に繋がる懸念となっております。
【今後の方針】
　さて、令和5年度についてですが、今後の感染症対策の緩和という過程で、行動制限によって喪失した通所施設利用者は少なからず増加傾向となると推測されております。
専ら、人々が通う施設が利用される方々に期待される事とは、災害や感染に対する施設利用者への安全配慮、並びに「要援護者の避難確保計画」を策定し訓練していること。
更には、「良いサービスは良い職員から」とのＪＡを母体とする理念に基づく優れた職員の育成を図る「キャリアパス制度の充実」並びに優れた職員の雇用を守る「加算取得による処遇改善」を更に進めていきたいと思います。
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